
１ 研究の背景  

  

昨今の予測困難な社会や経済的な豊かさが必ずしも幸せにつながらない価値観の定着

によって、ウェルビーングの概念が世界的に広がっている。世界幸福度ランキング 2023(1)

で日本は 137 か国中 47 位と他の先進国と比較して劣っており、OECD のラーニングコンパ

ス 2030(学びの羅針盤)(2)でも教育におけるウェルビーング育成の重要性について述べら

れている。また、ダニエル・カーネマンによる年収と効用の関係のデータ (3)では、年収 800

万円を超えると幸福度は停滞すると示され、他人と比べられる地位財から非地位財へ価値

観が変化していること、心の豊かさを重視する価値観が広がっていること、より一層、個

人や社会の在り方が問われる時代になっていることなどが分かる。 

ウェルビーングは、well(良い)-being(状態)という 2 つの単語からなる言葉で、世界保

健機関(WHO)の定義によると、「個人や社会の良い状態。健康と同じように日常生活の一要

素であり、社会的、経済的、環境的な状況によって決定される (4)。」とある。ウェルビーン

グには主観的なものと数値などで測れる客観的なものがあり、個人によって異なるという

ことが言える。心理学者セリグマンは、ウェルビーングであるためのモデルとして、

PERMA(パーマ)モデル(5)を提唱し、「Positive Emotion(ポジティブな感情)」「Engagement(何

かへの没頭 )」、「 Relationship(他者とのつながり )」、「 Meaning(生きる意味 )」、

「Accomplishment(達成)」の 5 つがウェルビーングであるための構成要素であることを示

している。また、ギャラップ社(6)は、個人のウェルビーングを測る指標として、「キャリア・

ウェルビーング(仕事への納得感)」、「ソーシャル・ウェルビーング(社会や他者とのつなが

り)」、「ファイナンシャル・ウェルビーング(経済的な満足)」、「フィジカル・ウェルビーン

グ(心身の健康)」、「コミュニティ・ウェルビーング(地域とのつながり)」の 5 つの要素が

あることを示している。国連総会で採択された SDGｓの採択文(2015)(7)では、身体的・精

神的・社会的にウェルビーングな社会を目指す方向性が盛り込まれ、2015 年～2030 の SDG

ｓ(持続可能な開発目標)に代わって、2030 年～SWGｓ(持続可能なウェルビーングな状態)

を目指すと予想されている。また、GDP(国内総生産)という経済的な豊かさを示す指標が、

GDW(国内総充実)に変化していくと考えられるようになった。 

さて、OECD のラーニングコンパス(学びの羅針盤)2030 では、「歴史的に見て、教育は社

会変革の波に乗り遅れている」と記され、「教育の目的は、個人及び社会のウェルビーング

の 2 つを実現することである」と提唱された。国内でも、第 4 次教育振興基本計画(2023

年 6 月閣議決定)(8)で「日本社会に根差したウェルビーングの向上」が大きなコンセプトと

して掲げられ、このことから、ウェルビーングを重視した教育が学校現場でも求められて

おり、学校において生徒のウェルビーングを向上させる意義は大きいと考えている。 
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２ 本校定時制課程の実態 

 

 本校定時制課程は、生徒数 91 名、教員数 17 名(2024 年 8 月末時点)で、異年齢や中途退

学者、発達障害、外国籍等多様なニーズの受け皿となっている学校である。本校定時制課

程の生徒 30 名にウェルビーングの事前調査を行った。(1)～(11)の質問項目について、1～

5 段階で当てはまる数値に丸をつける方法で、数値が高いほど満足度が高いことを示して

いる。結果は以下の表のようになった。 

事前調査結果から、(2)お金

に関する知識や経済的満足度

(ファイナンシャル・ウェルビ

ーング)、(7)心身の健康度(フ

ィジカル・ウェルビーング)、

(8)社会への関与・貢献度(ソー

シャル・ウェルビーング)、(11)

他者と地域とのつながり(コミ

ュニティ・ウェルビーング)が

顕著に低い傾向が見られた。こ

の背景として考えられること

は、(2)家庭の教育力が低いこ

と、間違ったお金の使い方等が 

表 1 本校定時制課程の生徒のウェルビーング事前調査  根底にあること、(7)メンタル 

の不調が授業欠時や単位の未履修・未修得につながって悪い循環に陥ってしまっているこ

と、(8)、(9)不登校経験等の理由でソーシャルスキルが習得できず、人間関係構築の困難

さが見られることなどが挙げられる。本校定時制課程は今年度(2024 年度)、東京都 NIE 実

践指定校に選定されている。NIE とは、「Newspaper in Education」の頭文字をとった呼び

名として世界中で使われ、新聞業界と教育業界とが連携・協力して取り組む活動であり、

高等学校においても様々な教科・科目で新聞を活用した授業が行われている。 

 

３ NIE の視点を生かした授業開発 

 

 リュボミアスキー(カリフォルニア大学)は、親切な行動に取り組むことや社交的・外交

的に行動することがウェルビーングを高めると発表し、岩野卓(大分大学)は、ウェルビー

ングを高める行動として、対人援助行動(クラスメイトと話を聞く、気にかける、悩みや愚

痴を聞く、協力して課題を解決する)と自己決定行動(自分の意見を伝える、周囲の意見を

積極的に取り込む)の 2 つを挙げている(9)。ウェルビーングとダイバーシティ・インクルー

ジョン(ウェルビーングが高いと創造性は 3 倍、多様な友人をもつ者はウェルビーングが

高い、多様なチームはイノベーティブである)という相関性(10)からも、これらを意識して

授業を開発することとした。 

(1)知識構成型ジグソー法 

写真 1 筆者の投書(東京新聞 2024 年 3 月 21 日朝刊) 

質問項目(ｎ＝30) 結果(全体の和) 

(1)仕事-今の学校生活の満足度 96(150 点中) 

(2)お金-お金に関する知識や経済的満足度 61(150 点中) 

(3)住居-家の生活の満足度 77(150 点中) 

(4)ワークライフバランス－学校と私生活の満足度 90(150 点中) 

(5)生活の安全-今の生活は安全・安心か 82(150 点中) 

(6)主観的幸福-今の自分は幸せと思うか 94(150 点中) 

(7)健康状態-自分の心身の健康度 60(150 点中) 

(8)市民参加-自分の社会への関与・貢献度 64(150 点中) 

(9)環境の質-今の周囲の環境の満足度 83(150 点中) 

(10)教育-今の教育(授業や HR)の満足度 96(150 点中) 

(11)コミュニティ－他者や地域とのつながり 65(150 点中) 



 高校 1 年「公共」では、筆者の投書をもと

に教員の働き方改革について考える知識構

成型ジグソー法の授業を行った。知識構成型

ジグソー法とは、あるテーマに対して複数の

視点から書かれた資料をグループに分かれ

て読み、その後、他のグループの生徒と共有

し合う過程を経て理解を深めていく方法で

ある。今回は、クラスの生徒の半分には記事

A(教員採用試験の倍率低下などを報じた記

事)、残り半分の生徒には記事 B(教員確保のための様々な施策などを報じた記事)を配布し、

①記事を読み自分の意見を書く、②同じ記事を読んだ生徒同士でグループワークを行う(エ

キスパート活動)、③違う記事を読んだ生徒同士でグループワークを行う(ジグゾー活動)、

④①～③を踏まえて、最後に教員の働き方改革について自分なりの意見を発表するという

順序で実施した。教師側から生徒に一方的に知識を教え込むのではなく、生徒同士が対話

を通じた協働的な学びを通し、知識を定着させ、新聞という資料を活用することで実社会

とのつながりを意識した社会参画力を育成することが狙いである。また、ICT 機器や 1 人

1 台端末を最大限活用し、OneNote 機能を使うことで生徒の思考を可視化し、個別最適化を

図る工夫を行った。記事 A を読んだ生徒からは、「僕たちも考えないといけない問題だと思

った」「採用試験の倍率がこんなに下がっているなんて知らなかった」、記事 B を読んだ生

徒からは、「残業代をもっと支給するべき」「無駄な事務仕事を減らすべき」などの意見が

見られ、生徒が自分ごととして課題を捉え、解決に向けて考察している様子が見受けられ

た。授業後のアンケートからも、「違う意見が聞けて勉強になった」「違う記事を読んだ生

徒同士が協力して課題を解決する仕組みが面白かった」など前向きな意見が見られた。 

(2)投書をさせる、投書に返信する 

写真 2 本校生徒の投書(東京新聞 2024 年 1 月 26 日朝刊) 写真 3 本校生徒の人生案内への返信  

 

 

 

 

 

                写真 4 本校生徒の投書の続きの考案 

 

 

 

 

 

 高校 3.4 年「時事教養(学校設定科目)」では、(1)のジグソー法の授業などで考えたこと

を実際に新聞に投書をするという取り組みを実施した。投書するにあたって、東京新聞読

者部の方を招聘し、「どのような文章が読者の心に響くか」というテーマで講義をしていた

だいた。実際に採用された生徒からは、「勇気を振り絞って父の死のことを書いたが、多く



の人から感想をもらうことができて自信になった。もっと多くの人に読んでもらいたい」

と意気込んだ。司書とも連携し、図書室内に掲示するといった好循環も生まれた。また、

人生案内(読者からのお悩み相談)への返信を考える授業は、互いに共感し、寄り添うとい

った対人援助行動につながると実感している。投書の続きを考える取り組みでは、自分な

りに面白いストーリーを考えて書く生徒も多く、生徒の創造性を育むことができた。 

(3)経済に関する記事を使った見出し考案 

写真 5 住みたい街ランキングの記事(東京新聞 2024 年 2 月 29 日)   写真 6 新紙幣発行を報じる記事(朝日新聞 2024 年 7 月 3 日)  

  

 ウェルビーングに関する事前調査で経済に関する知識や経済的満足度が低かったことを

受け、経済に関する見出しを考えるという授業を実施した。生徒の創造性を育むことと経

済分野への関心を高める狙いがある。空欄に入る見出しや用語を考えることで対話が生ま

れ、グループごとに考えた案を黒板に書き、最も良いと思ったグループの見出しに投票を

して順位付けする授業は盛り上がりを見せた。なお写真 4 の空欄には、関東圏の住みたい

街ランキングで 3 位に後退した「吉祥寺」が入り、写真 5 の見出しは「新紙幣 20 年ぶり発

行」という見出しが入る。写真 5 の見出しで、最も支持を得たグループの案は、「諭吉から

栄一へ！世界に誇るホログラム技術」であった。 

 

４ 成果と課題 

 

(1)成果 

 事後調査結果から、事前調査で

顕著に低い傾向が見られた(2)お

金に関する知識や経済的満足度

(ファイナンシャル・ウェルビー

ング)、(7)心身の健康度(フィジ

カル・ウェルビーング)、(8)社会

への関与・貢献度(ソーシャル・ウ

ェルビーング)、(11)他者と地域

とのつながり(コミュニティ・ウ

ェルビーング)が大きく改善する

傾向が見られた。この背景として

考えられることは、(2)経済に関

する新聞記事を用いたことで、生

表 2 本校定時制課程の生徒のウェルビーング事後調査  徒のファイナンシャル・ウェルビ

ーングの向上が見られたこと、(7)新聞の投書や見出しを考える授業において、生徒同士や

質問項目(ｎ＝30) 結果(全体の和) 

(1)仕事-今の学校生活の満足度 96→106(150 点中) 

(2)お金-お金に関する知識や経済的満足度 61→98(150 点中) 

(3)住居-家の生活の満足度 77→92(150 点中) 

(4)ワークライフバランス－学校と私生活の満足度 90→90(150 点中) 

(5)生活の安全-今の生活は安全・安心か 82→82(150 点中) 

(6)主観的幸福-今の自分は幸せと思うか 94→96(150 点中) 

(7)健康状態-自分の心身の健康度 60→87(150 点中) 

(8)市民参加-自分の社会への関与・貢献度 64→84(150 点中) 

(9)環境の質-今の周囲の環境の満足度 83→80(150 点中) 

(10)教育-今の教育(授業や HR)の満足度 96→102(150 点中) 

(11)コミュニティ－他者や地域とのつながり 65→102(150 点中) 



他者とのつながりが生まれ、特に精神的な安定につながったことで生徒のフィジカル・ウ

ェルビーングの向上に大きく寄与したと考えられる。また、(8)(11)については、知識構成

型ジグソー法の授業において、生徒のソーシャルスキルが育成され、ソーシャル・ウェル

ビーングの向上につながったと感じている。今回の授業開発において考えたことは、①生

徒のウェルビーングを向上させる上で、NIE の視点を活用することは有効であること、②

ウェルビーングが低い定時制の高校生にとって、多様な人とつながるきっかけをつくるこ

とが教師の役割の 1 つであること、③ウェルビーングのは、生徒だけでなく教師側の向上

も急務である(写真 1 であえて教師の働き方をあえて取り上げた)ことである。 

(2)課題 

 感じた課題は、ウェルビーングは主観的な要素が大きく、個人の感じ方や考え方の相違

が数値の差として大きくなる傾向があることである。特に定時制の高校生の環境的要因(家

庭環境、発達障害、精神疾患、貧困、住環境等)は、学校や教師側の支援では変えられない

ものも大きい。また、本校は東京都 NIE 実践指定校に選定されていたため、新聞を手配す

るコストはかからなかったものの、一般的な学校では新聞の購入や比較・検討などで費用

や労力といったコストがかかるといった課題がある。 
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選定委員より<この論文の「よさ」について>  

★定時制高校での実践であるが、どの課程の学校でも、どの教科でも取り組みやすく、非

常に参考になる点。 

★研究テーマの視点が素晴らしく、生徒の変容が大きな成果だと感じます。今後も継続さ

れることを期待します。 

★ウェルビーイングを視点として、NIE の取組から、実社会のことが身近に分かる新聞を

活用し、生徒の関心・意欲を高めるとともに、ジグソー法等の手法をとり、互いの関わ

りの必然性をもたせるなど、学習展開を工夫していること。 

★生徒の社会的参画力を育成することが 自己肯定感につながることを評した点。 

★生徒のウェルビーングに着目している。新聞を活用し、他者の意見に触れることを通し

て、生徒が社会との関わりを意識していく 

  様子が見られる。１学年での協働的な学びの成果を 3,4 学年での個別最適な学びに生か

そうとしている。             


